
 

 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

 

 

  

 

 

 

 

 

  

小
児
ワ
ク
チ
ン
助
成
な
ど
個
々
に

は
評
価
で
き
る
施
策
が
あ
り
ま
す
が
、

全
体
と
し
て
は
駅
東
・
駅
前
開
発
に
偏

重
し
、
従
来
の
地
域
が
置
き
去
り
に
な

っ
て
い
ま
す
。 

 

ま
た
、
指
定
管
理
制
度
の
拡
大
の

流
れ
の
中
で
、
物
件
費
の
増
大
傾
向
、

本
来
市
の
責
任
で
行
う
べ
き
福
祉
・
教

育
分
野
の
民
間
委
託
に
よ
り
弊
害
が

内
在
し
て
い
ま
す
。 

市
民
に
行
き
と
ど
い
た
施
策
に
乏

し
い
面
が
あ
り
反
対
し
ま
し
た
。 

専
決
処
分
（
平
成
２
４
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
） 

専
決
処
分
（
平
成
２
４
年
度
下
水
道
特
別
会
計
補
正
予
算
） 

専
決
処
分
（
集
中
豪
雨
浸
水
被
害
に
よ
る
損
害
賠
償
金
額
） 

平
成
２
３
年
度
一
般
会
計
決
算 

平
成
２
３
年
度
国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会
計
決
算 

平
成
２
３
年
度
後
期
高
齢
者
医
療
事
業
特
別
会
計
決
算 

平
成
２
３
年
度
介
護
保
険
事
業
特
別
会
計
決
算 

平
成
２
３
年
度
公
共
下
水
道
事
業
特
別
会
計
決
算 

平
成
２
３
年
度
地
域
し
尿
処
理
事
業
特
別
会
計
決
算 

平
成
２
３
年
度
住
宅
新
築
資
金
貸
付
事
業
特
別
会
計
決
算 

平
成
２
４
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算 

平
成
２
４
年
度
国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算 

福
津
市
一
般
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の
改
正 

福
津
市
空
き
家
等
の
適
正
管
理
の
条
例
制
定 

福
津
市
暴
力
団
等
追
放
推
進
条
例
の
改
正 

町
及
び
字
の
区
域
及
び
名
称
の
変
更 

Ｊ
Ｒ
東
福
間
駅
若
木
台
口
の
高
層
賃
貸
マ
ン
シ
ョ
ン
建
設

計
画
に
つ
い
て 

少
人
数
学
級
・
義
務
教
育
国
庫
負
担
拡
充
求
め
る
意
見
書 

地
球
温
暖
化
対
策
に
関
す
る
意
見
書 

中
小
企
業
の
成
長
支
援
策
の
拡
充
を
求
め
る
意
見
書 

 

承
認 

承
認 

承
認 

認
定 

認
定 

認
定 

認
定 

認
定 

認
定 

認
定 

認
定 

認
定 

議
案 

議
案 

議
案 

議
案 

請
願 

 

発
議 

発
議 

発
議 

○
全
員 

○
全
員 

○
全
員 

○
１６
●
２ 

〇
17
●
１ 

〇
15
●
３ 

〇
17
●
１ 

○
全
員 

○
全
員 

○
全
員 

○
全
員 

○
全
員 

○
全
員 

○
全
員 

○
全
員 

〇
14
●
４ 

 

〇
11
●
７ 

〇
11
●
７ 

〇
17
●
１ 

〇
17
●
１ 

       
 

  
 

○ ○ ○ ● ● ● ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

 

○ ○ ○ ○ 

      

９
月
議
会
は
９
月
７
日
～
９
月
２
６
日
ま
で
の
間
、
開
催
さ

れ
、
２
１
議
案
が
審
議
さ
れ
、
す
べ
て
原
案
通
り
に
可
決
さ
れ

ま
し
た
。 

 

 

   

 

住
宅
手
当
の
う
ち
自
宅
手
当
（
持 

ち
家
手
当
）
を
、
近
隣
の
宗
像
市
及

び
古
賀
市
と
の
均
衡
を
は
か
る
こ
と

を
目
的
に
改
正
し
ま
し
た
。 

現
行
、
月
額
で
期
限
な
し
で
３
５ 

０
０
円
を
、
期
限
５
年
ま
で
で
２
５

０
０
円
に
引
き
下
げ
ま
し
た
。 

 

環
境
面
、
防
犯
面
な
ど
で
近
隣

住
民
に
迷
惑
が
及
ぶ
お
そ
れ
の
あ

る
老
朽
化
し
た
空
き
家
が
、
管
理

不
全
に
な
る
こ
と
の
防
止
を
図
る

た
め
に
条
例
を
新
設
し
ま
し
た
。 

  
 福

間
駅
東
地
区
を
「
日
蒔
野
」

と
の
名
称
に
す
る
こ
と
を
決
め
ま

し
た
。
ち
な
み
に
１
丁
目
か
ら
６

丁
目
ま
で
あ
り
ま
す
。 

子
ど
も
と
先
生
が
、
触
れ
合
う
環
境
を 

問
先
生
と
子
ど
も
と
が
触
れ
合
う
時

間
を
十
分
も
て
る
環
境
整
備
が
必
要
。

い
じ
め
早
期
発
見
の
た
め
に
も
役
立

つ
。（
国
の
施
策
ま
ち
で
な
く
）
ぜ
ひ
、

苅
田
町
・
水
巻
町
の
よ
う
に
市
の
条
例

を
整
備
し
、
市
独
自
で
ク
ラ
ス
担
任
が

で
き
る
教
職
員
を
雇
用
す
る
。
そ
う
す

れ
ば
少
人
数
学
級
の
拡
大
が
可
能
と

な
る
。
し
か
も
財
政
的
な
負
担
は
そ
ん

な
に
大
き
く
な
い
と
思
う
。 

答
国
の
少
人
数
学
級
拡
大
の
計
画
が

あ
る
の
で
独
自
で
条
例
整
備
は
考
え

て
い
ま
せ
ん
。
ま
た
、
独
自
で
進
め
る

場
合
は
、
最
大
値
を
考
え
な
い
と
い
け

な
い
の
で
、
（
負
担
は
）
無
視
で
き
な

い
と
考
え
て
い
ま
す
。 

水
害
予
防
対
策
を 

問
七
月
の
豪
雨
で
冠
水
し
た
箇
所
の

対
策
は
。 

答
国
道
や
県
道
部
分
は
県
土
木
整
備

事
務
所
と
協
議
。
花
見
地
区
は
、
今
秋
、

本
格
的
な
流
量
調
査
を
行
い
、
対
策
案

を
立
て
ま
す
。 

 

 

平成２３年度の歳入は約１９０億円。歳出は約１８

４・２億円となり差し引き約５．７億円の黒字（形式

的な収支）となっています。 

また、積立金である基金取り崩しは８．９億円で積

立金在高は１０６.5 億円となっており昨年より減少

しています。 

借入金は約３７８．８億円であり、昨年より大幅に

増加しています。経常収支比率は 90.5％であり財政

状況は一段と厳しい状況になりました。 

高
い
国
民
健
康
保
険
税 

払
い
た
く
て
も
払
え
な
い
、
国
保

税
の
滞
納
率
は
高
く
、
国
保
税
の
高

負
担
が
く
ら
し
に
重
く
の
し
か
か
っ

て
い
ま
す
。 

後
期
高
齢
者
・
年
金
生
活
者
に
責

任
を
押
し
付
け
る
医
療
制
度
に
つ
い

て
も
認
定
で
き
る
も
の
で
は
あ
り
ま

せ
ん
反
対
し
ま
し
た
。 

 

 

１
０
月
４
日
（
木
） 

福
岡
県
南
市
議
会
議
長
会
が
「
ふ

く
と
ぴ
あ
」
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

福
岡
県
南
部
地
域
の
市
議
会
で
す
。 

福
津
市
を
初
め
１
９
市
（
１
市
欠
席
）

で
構
成
し
て
い
ま
す
。 

議
長
は
福
津
市
（
大
久
保
）
が
務

め
福
津
市
の
紹
介
を
１
２
分
程
度
し

て
議
事
の
進
行
を
し
ま
し
た
。 

審
議
議
案 

①
文
化
財
・
近
代
化
遺
産
の
保
護
事

業
の
充
実
に
つ
い
て 

②
高
齢
者
施
策
を
担
う
シ
ル
バ
ー
人

材
セ
ン
タ
ー
へ
の
支
援
強
化
に
つ

い
て
の
２
議
案
で
す
。 

全
回
一
致
で
承
認
さ
れ
、
県
市
議

会
議
長
会
に
提
案
す
る
こ
と
が
決
ま

り
ま
し
た
。 

９
年
間
に
一
回
、
廻
っ
て
き
ま
す
。 

今
回
の
責
任
を
無
事
に
済
ま
せ
ま
し

た
。 

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。 

   


